
主装置

ＩＳＤＮ2回線（4B）
アナログ1回線

公衆網

収容規模：外線２０ｃｈ／内線５０台ＩＰ電話 2０ｃｈ

≪無線ＩＰ多機能電話機≫

802.11b

802.11a

802.11a/b/g

≪オフィスパソコン≫

≪無線アクセス
ポイント(a/b/g)≫

≪FOMA N900iL≫

≪IP-CS≫

≪ピエットS400≫PHS

ＩＰ電話サービス

◆マルチラインIPコードレス電話機は、パソコンやFMC（FOMA/無線LANデュアル端末）等で利用する
無線アクセスポイントを共有化することができ、設備投資の削減にも貢献することができます。

主装置

ＩＳＤＮ2回線（4B）
アナログ1回線

公衆網

● フルワイヤレスのオフィス
環境を実現

無線による音声とデータの統合を実現し、レイアウト

変更時の手間や工事費が従来より削減できます。

収容規模：外線２０ｃｈ／内線５０台ＩＰ電話 2０ｃｈ

≪無線ＩＰ多機能電話機≫

802.11b

802.11a
802.11a/b/g

≪オフィスパソコン≫
≪無線アクセス
ポイント(a/b/g)≫

≪FOMA N900iL≫ ≪マルチラインIP
コードレス電話機≫

ＩＰ電話サービス

今までハンディタイプのコードレス電話機を使用する

場合、PHS方式に対応したIP-CSが必要だったが、

マルチラインIPコードレス電話機によって、すべて

無線アクセスポイントで収容することが可能

IPIPコードレス電話機の導入メリットコードレス電話機の導入メリット



X7000の内線電話機台数の収容制限について

５０
１２マルチラインIPコードレス電話機

無線アクセスポイントの収容数の制限による
無線アクセスポイント(a/b/g)１台あたり６台のＮ９００ｉＬを収容可能

５０FOMA N900iL

同時通話は１２台まで３２ディジタルコードレス電話機（PS）

無線アクセスポイントの収容数の制限による
無線アクセスポイント1台あたり１０台のＩＰ多機能電話機を収容可能

ＶｏＩＰ－ＴＡを接続することにより、３台以上接続可能（発着信機能のみ）

１ドアホン

備考

２単体電話機

５０無線ＩＰ多機能電話機

５０ＩＰ多機能電話機

最大収容台数収容端末

無線アクセスポイント（ａ／ｂ／ｇ）の収容制限について

１２ ただし同時通話数は、IPコードレス電話機、FOMA N900iL合計で6通話まで

１２ＦＯＭＡ Ｎ９００ｉＬ

１０

１０
無線ステーション（無線ＩＰ多機能電話機）
配下のパソコン

IPコードレス電話機、ＦＯＭＡ Ｎ９００ｉＬを収容するときは、８０２．１１ｂ／ｇ無
線ＬＡＮカードを収容できません。（音声優先機能がないため）

（１０）８０２．１１ｂ／ｇ無線ＬＡＮカード

４マルチラインIPコードレス電話機

音声優先機能を有するため802.11aのパソコンと
ＩＰ多機能電話機を共用が可能。

備考

１０８０２．１１ａ無線ＬＡＮカード

１０無線ＩＰ多機能電話機

最大収容台数収容端末

Netcommunity SYSTEMNetcommunity SYSTEM X7000X7000の収容制限についての収容制限について


